
基調
講演 多様性をつなぎ、未来をつくる

Connecting Diversity, Creating Tomorrow 

13:15〜14:15

議論 ３つの分野に５つのトピック、少人数グループでの

ディスカッション

14:30〜16:40（成果発表・講評含む）

英／日

使用言語

やさしい
英語

使用言語

プロフィールは以下をご覧ください

トップページ - 大阪教育大学 研究者情報

王 林鋒 先生
大阪教育大学多文化教育系 特任准教授

[講演者] 

令和6年度に実施した
ワークショップの様子
令和6年度に実施した

ワークショップの様子

大阪教育大学
みらい教育共創館

会場

参加申込締切

見学申込締切

参加用 見学用

医療

13:00〜16:55（開場 12:30）

 　本国際会議は「グローバル社会を協働的に創造しよう」のテーマのもと、国内外の高校生が、グローバル社

会に高校生として何ができるのかを議論します。基調講演に関連する「国際」的なトピック、また「環境」と

「医療」に関わるトピックについて、ディスカッションを通して参加者同士で探究的に考えを深めます。各ト

ピックの代表生徒が発表を行い、大学教員からのコメントを受け、参加者全体で交流や議論を深めます。

1.242026. SAT

大阪教育大学

第5回高校生国際会議

12/24(水)

参加・見学をご希望の方は、下記リンクまたは２次元バーコードの応募フォームからお申し込みください。

https://forms.gle/zdJhZXJSVc97tNwy9 https://forms.gle/wThGHePaEnSxfPtx6

引率教員・見学
生徒等はこちら

※医療と環境のみ

　日本語

国際 環境 ※トピックの詳細は
裏面をご覧ください。

参加生徒(オンライ
ン含む)はこちら

https://researcher-info.bur.osaka-kyoiku.ac.jp/cvclients/researchers/linfengwang?achievement_type=published_papers
https://forms.gle/zdJhZXJSVc97tNwy9
https://forms.gle/wThGHePaEnSxfPtx6


会場案内・お問合せ

時程 行程 内容

12:30～ 会場受付 みらい教育共創館 

13:00～13:10 オープニング
①開会宣言
②赤木 登代 先生（大阪教育大学 副学長）による開会挨拶

13:15～14:15
基調講演

（講演言語：英語）

王 林鋒 先生（大阪教育大学多文化教育系 特任准教授）
講演題目：「多様性をつなぎ、未来をつくる　
  　　　　　Connecting Diversity, Creating Tomorrow 」

14:15～14:30 休憩・移動 -

14:30～16:15
（休憩含）

本国際会議テーマに関
するディスカッション
（言語：英語／日本語）

※少人数グループ
※【国際】は海外生徒

も参加

ディスカッショントピック：
1.将来必要な力（グローバルスキル、異文化理解、実践的

スキル）について【国際】
2.移民・難民と文化融合について【国際】
3.来日留学生と奨学金制度について【国際】
4.野生動物との共存を目指すには～人間vsクマから人間

withクマへ～【環境】
5.安楽死は認められるべきか？―世界の法制度と倫理から

考える【医療】

16:15～16:25 休憩・移動 -

16:25～16:40 成果発表
各トピックの代表生徒によるディスカッションの成果発表
本学大学教員からの講評

16:40～16:55 クロージング
①加賀田 哲也 先生（大阪教育大学多文化教育系 教授）より　　
全体講評
②閉会宣言

予定 タイムスケジュール

×附属天王寺中・高正門から
入構しないでください

×附属天王寺中・高正門から

入構しないでください

大阪教育大学附属高等学校池田校舎

担当：増田高行（数学科・教育研究部）

E-MAIL：tmasuda*cc.osaka-kyoiku.ac.jp

   （*を@に置き換えてください。）

[お問合せ] 

会場：みらい教育共創館　３～５階

住所：〒543-0054　大阪市天王寺区南河堀町4-88

[会場案内] 

本国際会議は対面実施です。（遠方の方はオンラインでの視聴可。）

個人単位での申込です。

参加者決定後、結果をメールでお知らせします。人数が多い場合は抽選になります。

天王寺キャンパスへは右図を参考にお越しください。

（ アクセス – 大阪教育大学 みらい教育共創館  ）

https://mirai.osaka-kyoiku.ac.jp/access/

